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個人情報取扱実績

件
件
件
件
件
件

経済部 課 農林水産課

③その他の
業務
（協定書に規定さ
れていない業務）

実施状況

指　定
管理者

所在地

④個人情報
保護の対応
状況

事業計画等に示されている業務の実施状況・実績値等とその評価
（不十分な場合は、その内容・理由・改善指示・対応状況等を記入）

１ 業務の実施状況

①運営業務
（協定書に規定さ
れている業務）

実施状況

②維持管理
業務
（協定書に規定さ
れている業務）

実施状況

評価

A

評価

「よりあいどころ」という施設コンセプトのもと、日積地域のコミュニティの活性化（市内外の住民の交
流、地域情報の収集及び提供等）と地域農業の振興（農林水産物及び加工品並びに特産物の販
売、地域の食材等を活用した料理の販売、開発）を図るため、施設機能を十分活用し、適正な運営
がなされている。

実績令和5年度

指定管理業務評価表

所管課意見

⑤緊急時等
への対応状
況

―

団体名

代表者

施設設備全体のきめ細かい日常点検及び定期的な保守点検業務を実施し、故障等の未然防止と
施設の長寿命化に努め、不具合があった場合には、的確かつ迅速に対応し、安全で快適に利用で
きるよう適正に管理されている。

施設の設置目的

所管課 部

非公募

山口県山口市小郡下郷２１３９番地

山口県農業協同組合

代表理事組合長　金子　光夫

評価

A

柳井市都市農村交流施設（ふれあいどころ４３７）

柳井市日積４１５０番地１

市内外の住民の交流を促進し、中山間地域における産業の振興を図るとともに、地域住民のコミュニティ活
動の活性化に資するため、施設を設置する。

施　設　名

選定方法令和５年４月１日～令和１０年３月３１日 公募

施設所在地

指定期間

評価
種　　別

113
47

合　計

A

柳井市都市農村交流施設の管理に関する基本協定書、年度協定書及び事業計画書並びに条例等に基づ
き、適切に業務が遂行されている。

47
0 A

5年度以前

取得時期 件　数

-7

評価事業計画書の危機管理マニュアルに従って、適切な対応を行っている。

施設利用申請 　〃　申請

　〃　追加

電話番号等

合　計
利用者の住所、氏名、

5年度当初
取扱個人情報項目

登録団体・個人
代表者の住所、氏名、
電話番号、口座番号等

備考
120

1



指定管理業務評価表

柳井市都市農村交流施設（ふれあいどころ４３７）施　設　名

利用実績

件 人 ％ 件

件 人 ％ 件

件 人 ％ 件

使用料収入実績

収支決算書 （単位：円）

391,969

施設の利用状況は正確に把握されており、施設使用料及び管理経費の収支決算は適正に処理されている。
農家レストランについては、日替わり定食のみ営業を行っており、利用者は微減しているが、価格改定等によ
り売上額は増加している。新型コロナウイルス感染対策が緩和されたことや、開設10周年記念の誕生祭を開
催するなど集客に努め、総来場者の増加となっっている。また、体験交流棟においても地域コミュニティ活動
の拠点として利用件数が増加している。

施設使用料収入

③管理経費
の収支状況

自動販売機手数料

指定管理料

その他（雑費）

合　計

-418,566収支差引額

その他（雑収入）

項目

直売所営業収入

レストラン営業収入 28,253,444

収　　入

合　　　　計

体験交流棟使用料

0

12,584

支　　出

管理費（電気料等）

体験交流棟費

直売所関連費

0

不許可件数

①施設等の
利用状況

―

326

②使用料等
の収入状況

利用者数 利用率

免除件数(件)

325

60

収入額(円)

1

326

事業計画等に示されている業務の実施状況・実績値等とその評価
（不十分な場合は、その内容・理由・改善指示・対応状況等を記入）

２ 施設の利用状況

利用件数

合　計

14,572,378

16,905,183

レストラン関連費

63,592,715

69,310

8,946,364

雑収入（体験交流）

23,624,634人件費（給与等）

8,477,936

体験交流棟

0

1

本館棟

件数（件）

所管課意見

73,173

※不許可とした理由

A

利用率＝利用件数÷利用可能件数

3,646

76,819

評価

A

評価

評価

A

69,310

0

合　計

63,174,149

25,513,062

69,310

実績令和5年度

2



指定管理業務評価表

柳井市都市農村交流施設（ふれあいどころ４３７）施　設　名

アンケート調査結果

実施期間：
対 象 者： 回 答 数：

◆評価基準（カッコ内は項目別評価・総合評価の基準）

不　満

利 用 者
満 足 度

A

A

②利用者か
らの苦情・
要望等への
対応状況

総合評価

46.7
初めて利用
月1回以上

設　問

バイキングを再開してほし
い。
軽食メニューや子供メ
ニューもあったらよい。

満　足
普　通

100.0

86.7

4

26

ない
ある

①アンケー
ト調査結果

選択肢
53.3

割合(％)

事業計画等に示されている業務の実施状況・実績値等とその評価
（不十分な場合は、その内容・理由・改善指示・対応状況等を記入）

A
不　満

26

0.0

46.714

12

86.7

人数(人) 利用者苦情・要望等

0

14

利用頻度

総合評価

バイキングの再開は物価上昇状況も踏まえて検討する。
メニュー構成は再度リサーチし、今後の検討課題とする。

評価

A

所管課意見

本施設は直売所、農家レストランの利用客が多く、直売所については年間を通じて充実した商品を提供でき
るよう努め、農家レストランについては日積女性グループ「山里ひづみ」による地域農産物を使用した郷土料
理の提供や新メニューの開発等の営業努力等により、結果売上が増加しており、職員の日頃の努力が伺え
る。

30

職員の対応

評　価　内　容

13.3

施設の満足度

満　足

40.0

13.3
0.0

Ｃ⇒

A

A

業務実施
状　　況

Ｂ⇒

Ａ⇒
協定書、事業計画書等に規定した業務内容が適切に実施されている。（全ての評価がＢ以上で、かつ、Ａの割合が
60％以上である。）

協定書、事業計画書等に規定した業務内容が適切に実施されていない部分が確認されたため改善を指示したが、未
対応又は改善の見込みがない。（評価区分「Ａ」「Ｂ」に該当しない。）

施設利用
状　　況

業務の実施状況については、基本協定、事業計画及び条例等に従って適切に業務を遂行してい
る。施設の利用状況については、イベント等の開催により、利用件数の増加に努めるよう指導する。
利用者の満足度については、アンケート調査結果から昨年同様好評を得ており、特にレストランの
料理に対する評価が高い。

評価

今後の利用意向 利用したい

令和5年度

３ 利用者の満足度

13.3

実績

協定書、事業計画書等に規定した業務内容が適切に実施されていない部分が確認されたが、既に改善済み又は近
く改善される見込みである。（全ての評価がＢ以上で、評価区分「Ａ」に該当しない。）

過去の利用の有無

項目別評価

年1回以上

普　通 4
0

16

4

3


